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第 3 章では，多相差動PSK信号がガウス雑音と 1 波の FM干渉源による同一チャネル干渉を受け
た場合の受信誤り率を求め，同じ干渉状況における同期PSK信号誤り率との比較検討を行っている。



















(3) P S K信号が広帯域FM信号に及ぼす干渉について解析し，信号対雑音比の劣化によりその妨害
効果を評価している。また各種条件のもとでの干渉について 妨害効果を明らかにしている。
以上のように本論文は，広帯域FM信号と PSK信号との間の干渉による妨害効果を明らかにして
いるもので，その成果は通信工学に寄与するところが大きし」よって本論文は博士論文として価値あ
るものと認める。
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